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研究課題：乾乳期間 30 日への短縮が泌乳前期 TMR 給与時の乳量・乳成分、血液成分および

TDN 充足率等に及ぼす影響  
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研究期間：2006～2010 年度（平成 18～22 年度） 
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１．目的 

近年、わが国の乳牛の 305 日乳量は、飼養管理の改善や遺伝的改良により、平成元年の

7,564kg から平成 20 年には 9,315kg まで著しく増加している。その結果、分娩前 60 日で

も 20kg／日以上泌乳していることが多く、乾乳期間内に乳期延長が可能である。しかし、

乾乳期間短縮が分娩後のエネルギーバランスや乳量に及ぼす影響については結論が得られ

ていない。そこで、乾乳期間を現在最適とされる期間の半分の 30 日に短縮し、泌乳前期

の乳量・乳成分、血液成分、TDN 充足率等に及ぼす影響を明らかにする。  

  

２．方法 

1)ホルスタイン種乳牛（２産分娩および３産分娩以上）を用い、分娩前２ヵ月から分娩

後３ヵ月まで飼養試験を行った。 

2)短縮区は泌乳後期牛を用い、グラスサイレージﾞ(GS)主体の混合飼料（粗濃比３:１、

乾物中 TDN68%、CP16%）を不断給飼して搾乳日数を延長し、乾乳期間を 30 日に短縮した。

乾乳後は分娩まで、乾草、GS は不断給飼、配合飼料は制限給飼した（乾物中 TDN65%、

CP13%）。 

3)対照区は、分娩前２ヵ月の乾乳牛を用い、分娩前１ヵ月までは乾草（乾物中 TDN60%、

CP10%）のみを不断給飼し、分娩前１ヵ月からの給与飼料は短縮区と同様とした。両区

ともに分娩後は GS と配合飼料を乾物比６対４で混合（乾物中 TDN72%、CP16%）し不断給

飼した。 

4)乾物摂取量、乳量・乳成分、血液成分、体重、ボディコンディションスコア（BCS）、

周産期疾病発生状況、分娩後初回発情日数などを調査した。 

 

３．成果の概要 

1)乾乳期間短縮により、泌乳前期 TMR 給与時の乾物摂取量に有意差はないが、泌乳前期

の乳量が抑えられ（P < 0.01）、乳タンパク質率が増加（P < 0.05）し、TDN 充足率が

上昇傾向（P < 0.10）を示した（表１）。乳量抑制効果は３産以上のウシよりも２産の

ウシで大きかった（表１）。分娩前９週から泌乳前期 12 週の総乳量の比較では、乾乳期

間短縮により乳量が増加する傾向（P < 0.10）を示した（表１）。  

2)乾乳期間短縮 により、分娩後の体重および BCS の低下が小さく（P < 0.01）、体重と

BCS が最低となる週が早くなった（P < 0.05）（表２）。 

3)乾乳期間短縮により、分娩後の血糖値が上昇傾向（P < 0.10）、遊離脂肪酸濃度が低下

（P < 0.05）し、総ケトン体濃度が低下傾向（P < 0.10）を示した（表３）。 

4)繁殖性（初回発情日数、初回授精日数、空胎日数、受胎までの授精回数）と疾病（牽

引分娩、乳熱、乳房炎）発生に及ぼす乾乳期間短縮の悪い影響は認められなかった（デ

ータ略）。 

5)以上から、乾乳期間 30 日への短縮は泌乳前期 TMR 給与時の乳量を抑制する結果、乳

牛の栄養状態を改善する。  

 

（様式 2）  



 

 

４．成果の活用面と留意点 

1)本情報は、泌乳末期の高泌乳牛に対して搾乳日数延長を検討する酪農家が参考にでき

る。 

2)２産分娩牛の乾乳期間 30 日への短縮は、泌乳前期の乳量低下が大きいことを考慮する。 

3)乾乳期間短縮を行う場合には、乾乳軟膏の使用禁止期間を遵守する。 

4)乾乳期間短縮が一乳期乳量に及ぼす影響については未検討である。 

 

５．残された問題とその対応  


